








































































































































































































































































































































































































房， 1980所収） 271-272, 278-279頁参照のこと。



























































(21) 日本化学繊維協会前掲書， 312頁，エコノミスト編集部前掲書， 151頁他。
(2) 荒井渓吉「日本における合成繊維研究のはじめ」前掲『化繊月報』 246号， 36
頁，日本化学繊維協会前掲書， 316頁。
























































































































































































(89) Laura D’Andra Tyson & John Zysman“Developmental Strategy and 
Production Innovation in Japan" C. Johnson ed. : Politics and Productivity, 
Ballinger, 1989, p. 130. 
（叩） モデルはすべて抽象であるから，あるモデ、ルが一方より「現実的」だという
だけでは，そのモデルがより優秀だということにはならない。
(91) 青木昌彦氏は，日本の企業および官僚組織における分権的な，ヒエラルキー
的でない意思決定方式の効率性を，「かんばん方式」等の例を引きつつ積極的に
評価している（前掲論文， 188-189頁）。。2) ヒアリングより。
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